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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月20日(2009.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者における神経細胞又は脳細胞のシナプス膜に関連するリン脂質の量を増加させる
薬剤を製造するためのオメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、神経細胞又は脳細胞のシナプス膜に関連するリン脂質の量が増加することを特
徴とする使用。
【請求項２】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記リン脂質は、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファ
チジルイノシトール、ホスファチジルセリン又はスフィンゴミエリンであることを特徴と
する使用。
【請求項３】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸は、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエ
ン酸、αリノレン酸又はそれらの代謝前駆体であることを特徴とする使用。
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【請求項４】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体で、前記神経細胞又は脳細胞のリン脂質の合成
を増加させることによって、前記リン脂質のレベルを増加させるようにしたことを特徴と
する使用。
【請求項５】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項６】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
むことを特徴とする使用。
【請求項７】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後０～６ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項８】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後７～２４ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項９】
　請求項１に記載の使用であって、
　前記薬剤は、幼児用調整乳であることを特徴とする使用。
【請求項１０】
　対象者における神経細胞又は脳細胞のシナプス膜に関連するリン脂質の量を増加させる
薬剤を製造するためのオメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、神経細胞又は脳細胞のシナプス膜に関連するリン脂質の量が増加することを特
徴とする使用。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記リン脂質は、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファ
チジルイノシトール、ホスファチジルセリン又はスフィンゴミエリンであることを特徴と
する使用。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
を特徴とする使用。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の使用あって、
　前記オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体で、前記神経細胞又は脳細胞のリン脂質の合成
を増加させることによって、前記リン脂質のレベルを増加させるようにしたことを特徴と
する使用。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
むことを特徴とする使用。
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【請求項１６】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後０～６ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項１７】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後７～２４ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項１８】
　請求項１０に記載の使用であって、
　前記薬剤は、幼児用調整乳であることを特徴とする使用。
【請求項１９】
　対象者の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ３脂肪酸又はその代謝
前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、対象者の知能が向上又は増進することを特徴とする使用。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸は、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエ
ン酸、αリノレン酸又はそれらの代謝前駆体であることを特徴とする使用。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体によって、前記対象者における脳細胞のリン脂
質の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項２２】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項２３】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
むことを特徴とする使用。
【請求項２４】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後０～６ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項２５】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後７～２４ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項２６】
　請求項１９に記載の使用であって、
　前記薬剤は、幼児用調整乳であることを特徴とする使用。
【請求項２７】
　対象者の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ６脂肪酸又はその代謝
前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、対象者の知能が向上又は増進することを特徴とする使用。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
を特徴とする使用。
【請求項２９】
　請求項２７に記載の使用であって、
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　前記オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体が、前記対象者における脳細胞のリン脂質の合
成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項３０】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項３１】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
むことを特徴とする使用。
【請求項３２】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後０～６ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項３３】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記対象者は、生後７～２４ヶ月であることを特徴とする使用。
【請求項３４】
　請求項２７に記載の使用であって、
　前記薬剤は、幼児用調整乳であることを特徴とする使用。
【請求項３５】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ６脂肪酸又はその代謝前
駆体の使用であって、
　前記子供の母親に対して、前記子供の妊娠中に、オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体を
含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の知能が向上又は増進することを特徴と
する使用。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸は、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエ
ン酸、αリノレン酸又はそれらの代謝前駆体であることを特徴とする使用。
【請求項３７】
　請求項３５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体によって、前記子供における脳細胞のリン脂質
の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項３８】
　請求項３５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又
はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項３９】
　請求項３５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項４０】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ６脂肪酸又はその代謝前
駆体の使用であって、
　前記子供の母親に対して、前記子供の妊娠中に、オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体を
含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の知能が向上又は増進することを特徴と
する使用。
【請求項４１】
　請求項４０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
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を特徴とする使用。
【請求項４２】
　請求項４０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体によって、前記子供における脳細胞のリン脂質
の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項４３】
　請求項４０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又
はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項４４】
　請求項４０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項４５】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ３脂肪酸又はその代謝前
駆体の使用であって、
　前記子供の母親に対して、前記子供への授乳期間中に、オメガ３脂肪酸又はその代謝前
駆体を含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の知能が向上又は増進することを
特徴とする使用。
【請求項４６】
　請求項４５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸は、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエ
ン酸、αリノレン酸又はそれらの代謝前駆体であることを特徴とする使用。
【請求項４７】
　請求項４５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体が、前記母親の母乳内に分泌されるようにした
ことを特徴とする使用。
【請求項４８】
　請求項４５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又
はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項４９】
　請求項４５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項５０】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのオメガ６脂肪酸又はその代謝前
駆体の使用であって、
　前記子供の母親に対して、前記子供への授乳期間中に、オメガ６脂肪酸又はその代謝前
駆体を含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の知能が向上又は増進することを
特徴とする使用。
【請求項５１】
　請求項５０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
を特徴とする使用。
【請求項５２】
　請求項５０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体が、前記母親の母乳内に分泌されるようにした
ことを特徴とする使用。
【請求項５３】
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　請求項５０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又
はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項５４】
　請求項５０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項５５】
　対象者における脳内のシナプスのサイズ及び数を増加させる薬剤を製造するためのオメ
ガ３脂肪酸又はその代謝前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、対象者における脳内のシナプスのサイズ及び数が増加することを特徴とする使
用。
【請求項５６】
　請求項５５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸は、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエ
ン酸、αリノレン酸又はそれらの代謝前駆体であることを特徴とする使用。
【請求項５７】
　請求項５５に記載の使用であって、
　前記オメガ３脂肪酸又はその代謝前駆体によって、前記対象者における脳細胞のリン脂
質の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項５８】
　請求項５５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項５９】
　請求項５５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
むことを特徴とする使用。
【請求項６０】
　対象者における脳内のシナプスのサイズ及び数を増加させる薬剤を製造するためのオメ
ガ６脂肪酸又はその代謝前駆体の使用であって、
　前記対象者に、オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体を含有する前記薬剤が接触し、それ
によって、対象者における脳内のシナプスのサイズ及び数が増加することを特徴とする使
用。
【請求項６１】
　請求項６０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
を特徴とする使用。
【請求項６２】
　請求項６０に記載の使用であって、
　前記オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体によって、前記対象者における脳細胞のリン脂
質の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項６３】
　請求項６０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸
又はＣＤＰコリンをさらに含むことを特徴とする使用。
【請求項６４】
　請求項６０に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記対象者に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含
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むことを特徴とする方法。
【請求項６５】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのウリジン、そのアシル誘導体、
ウリジン・リン酸又はＣＤＰコリンの使用であって、
　前記子供の妊娠中の前記子供の母親に、ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン
酸又はＣＤＰコリンを含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の知能が向上又は
増進することを特徴とする使用。
【請求項６６】
　請求項６５に記載の使用であって、
　前記ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又はＣＤＰコリンによって、前記
子供における脳細胞のリン脂質の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項６７】
　請求項６５に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項６８】
　子供の知能を向上又は増進させる薬剤を製造するためのウリジン、そのアシル誘導体、
ウリジン・リン酸又はＣＤＰコリンの使用であって、
　前記子供の母親に対して、前記子供への授乳期間中に、ウリジン、そのアシル誘導体、
ウリジン・リン酸又はＣＤＰコリンを含有する前記薬剤が接触し、それによって、子供の
知能が向上又は増進することを特徴とする使用。
【請求項６９】
　請求項６８に記載の使用であって、
　前記ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸又はＣＤＰコリンによって、前記
子供における脳細胞のリン脂質の合成を増加させるようにしたことを特徴とする使用。
【請求項７０】
　請求項６８に記載の使用であって、
　前記薬剤が、前記母親に接触する、コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含む
ことを特徴とする使用。
【請求項７１】
　医薬組成物であって、
（ａ）ウリジン、そのアシル誘導体、ウリジン・リン酸、及び
（ｂ）オメガ６脂肪酸又はその代謝前駆体
を含有する医薬組成物。
【請求項７２】
　請求項７１に記載の医薬組成物であって、
　コリン、その代謝前駆体又はコリン塩をさらに含有することを特徴とする医薬組成物。
【請求項７３】
　請求項７１に記載の医薬組成物であって、
　前記オメガ６脂肪酸は、アラキドン酸、リノール酸又はそれらの代謝前駆体であること
を特徴とする医薬組成物。
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